
説明資料２

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

指標① 移住者数（⼈）5年間で300⼈ 30 39 40
（70）

32
（71）

60
（130）

45
（116）

事業概要 実績を踏まえた今後の方針 指標② 移住総合相談窓⼝における相談件数（件）5年間で
1,000件 150 105 160

（310）
132

（237）
170

（480）
202

（439）

事業費 全体事業費

H28 ¥9,323,705

Ｈ29 ¥29,363,794

Ｈ30 ¥32,256,636

１　さかたへの移住・定住に向けたトータルサポート事業（H28〜30） 本事業における重要業績評価指標（KPI）

評価
★酒⽥市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略★
移住・定住に向けた総合的対策の推進
都市圏からの地方への移住ニーズの高まりを受け、移住希望者の仕事や住まいなどに関する情報をワンストップで提供できる相談体制を整備するとともに、酒田
の魅⼒の発信や移住を後押しする⽀援制度の拡充に取り組みます。
元気な高齢者の移住促進
酒田で安⼼した⽼後を過ごしていただくための「⽣涯活躍のまち（⽇本版CCRC）」構想について、実現の可能性を検討します。

指標
H28 H29 H30

地方創⽣
に相当程
度効果が
あった

事業内容・自己評価

〇移住・定住に向けた総合的対
策の推進（移住相談総合窓⼝の
設置）

〇移住相談総合窓⼝を設置、移住相談員を配置、関係機関等と連携し、きめ細やか
に相談対応を⾏った。積極的なイベント出展も⾏い、相談受付数は⼤幅に増加し202
件となった。
〇移住相談件数の⼤幅な伸びに伴って、本事業に関連した移住者数も増加している。
〇ＵＩＪターン者の市内就職を促進するため「酒田市ＵＩＪターン⼈材バンク」を設
置、専任コーディネーターを配置して登録者へ市内求⼈情報をメール配信したほか、地
元企業とのマッチング⽀援を⾏った。

〇つながった相談者を確実に移住に結び付
けることができるよう丁寧な相談対応を⾏って
いく。
〇マッチング⽀援は堅調な成果をあげており、
引き続き移住を検討する求職者と地元企業
を丁寧につないでいく。

※評価
・地方創⽣に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合
・地方創⽣に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（7割以上）達成したなどの場合
・地方創⽣に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合
・地方創⽣に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

〇移住・定住に向けた総合的対
策の推進（酒田の魅⼒の発信）

〇郷⼟愛の醸成による若年層の定住
対策

〇⼩中学校の総合学習の授業や道徳、読み聞かせなどで地域住⺠が先⽣として指導
を⾏うことで、自分の住む地域の再認識の場となり、若年層の郷⼟に対する想いや意識
の醸成につながっている。
〇就農啓発パンフレットを作成し、市内中学校・高校等に配布したことにより、就農につ
いて市内外にPRした。

〇継続実施していく。

¥14,681,897

〇移住・定住に向けた総合的対
策の推進（移住を後押しする⽀
援体制の充実）

〇前年度から運⽤を開始した移住お試し住宅は、夏シーズンは切れ目なく予約されるな
ど、利⽤者が⼤きく伸びた。
〇「⼈材バンク」における新規求⼈数は77⼈、新規求職者数は13⼈、新規メール配信
登録者数は127⼈で、6⼈が企業からの内定を得、本市への移住へと結びついた。年度
末時点で求⼈企業数は54社、求⼈数は198⼈、求職者数は8⼈、メール配信登録者
数は196⼈（うち学⽣89⼈）となっている。
〇全国規模で開催される新規就農相談イベント（新・農業⼈フェア）に出展し、合計
29件の相談を受けた。
〇空き家の利活⽤と移住定住の促進を目的に平成29年度に「空き家等情報サイト」を
開設。延べ9件の契約につながった。

○本市移住への足掛かりとして、お試し住
宅、⼈材バンクによるマッチング⽀援、就業情
報の提供は相談者ニーズが高く機能している
ため、引き続き実施していく。

〇空き家等情報サイトの物件数の拡⼤を図
る。

¥16,128,318

〇⽣涯活躍のまち構想の推進 〇東京都武蔵野市にて荘内銀⾏と連携し、情報発信拠点東京吉祥寺テラスを運営。
〇酒田市の魅⼒発信と、移住相談の窓⼝として対応。酒田市からの移住等の情報発
信を希望する登録者は平成30年度末時点で521名となった。
〇⽣活クラブ⽣協と連携し、⽣涯活躍のまち基本計画を策定した。組合員へは情報発
信や高齢期の暮らし方の提案などを⾏い、事業への参加者数が延べ通算で1,000⼈を
超えるなど関⼼層の取込みが出来てきている。

〇東京吉祥寺テラスでの登録者数、事業へ
の関⼼度は確実に増えている。
〇策定した基本計画をもとに更なる情報発
信を⾏うとともに、事業の具体的推進を図り、
移住者が増え、地域で活躍する仕組みづくり
を推進していく。

〇商業誌へのガイドブックの掲載、移住ポータルサイトの開設など、移住を切り⼝とした酒
田市のＰＲに注⼒した結果、各種メディア媒体でも取り上げられた。
〇酒田市内の企業約70社が出展したイベント「さかた産業フェア」内におけるＵＩＪター
ントークイベントの開催及びフェア開催に合わせ「さかた産業フェアツアー」を実施し、首都
圏から15⼈の参加者があった。参加者のうち30代男性と40代⼥性の2名が酒田市へ
移住を成し遂げている。

〇引き続き本市の移住環境をPRしていく。
〇相談者のニーズを鑑みて、移住体験ツアー
など、常に移住者検討者と本市をつなぐ新し
い仕掛けを模索していく。 推進交付⾦

¥4,661,852

1



説明資料２

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

指標① 酒田港コンテナ貨物取扱量（TEU）
13,799ＴＥＵ/年（H26） 23,000 23,658 27,000 28,365 31,000 25,321

指標② 農産物輸出量（花き・花⽊）（本）
900本（H26） 3,700 7,490 5,100 20,970 6,500 22,030

事業概要 実績を踏まえた今後の方針 指標② 農産物輸出量（⽶果実等）（ｔ）
60ｔ（H26） 64 64 66 25 68 109

指標③ 創業件数（件）
31件（H27） 20 31 20

（40）
45

（76）
20

（60）
33

（109）

事業費 全体事業費

H28 ¥23,509,374

Ｈ29 ¥27,439,716

Ｈ30 ¥27,698,718

地方創
⽣に相当
程度効
果があっ
た

〇園芸特産化⽀援センターの営農指導について
は、より専門的なＪＡや県の営農指導を活⽤し産
地形成を図るべきとし、29年度に廃⽌。
〇庄内バイオ研修センターについては、啓翁桜、ね
ぎ、ミニトマトなどの苗を供給し産地化につなげてき
たが、専門的な⼈材不足により、今後開発・供給
は専門機関に委ねるとし、３０年度で廃⽌。

〇今後も、テスト輸送や、継続して海外でのプ
ロモーション活動を実施し、⽶や他の農産物に
ついても関係機関に働きかけを⾏い、⽣産の
拡⼤と販売額向上を図る。

〇創業希望者に対する細かなフォローアップと
助成制度の充実により、目標値を上回る創業
件数としており、引き続き関係機関と連携しな
がら創業を促進する。
〇推進交付⾦実施計画「酒田市産業振興ま
ちづくりセンター（サンロク）整備運営事業」で
事業を継続実施中。

推進交付⾦

¥11,754,687

¥13,719,858

¥13,849,359

２　酒⽥港を活かした「産業・交流都市さかた」実現プロジェクト（H28〜30）

〇酒田港を拠点とした農産物輸
出拡⼤に向けた取組み（プロモー
ション）の推進

〇酒田港を拠点とした農産物輸
出拡⼤に向けた取組み（新たな
特産品開発）の推進

★酒⽥市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略★
重要港湾である酒⽥港を活かした産業振興・創業支援の強化
酒田港が持つ様々な優位性を活かし、物流や⼈的交流をより活性化させるため、国内外向けの貨物量の拡⼤やクルーズ客船の誘致に取り組みます。
地域産業に新たな活⼒を⽣み出す創業を促進するため、関係機関と連携した創業塾の開催や相談事業、創業時及び創業後の負担軽減等により新た
な事業展開等に向けた取り組みを⽀援します。
農林⽔産物の海外輸出の促進
農業の持続的な発展を図るため、農林⽔産物の高付加価値化や海外輸出の取り組み⽀援を強化します。

〇酒田港へのクルーズ船寄港は、2019年は
8回(外国船5回、⽇本船3回）を予定し、着
実に回数を増加させている。引き続きクルーズ
船社に対して、酒田港と寄港地の魅⼒発信に
努めていく。

〇サンロク開設により、産学官連携コワーキン
グスペースは30年度で廃⽌。

〇新たなビジネスチャンスの創出を
図るため、中⼩企業・新規創業相
談にワンストップで対応する体制の
構築

事業内容・自己評価

〇産学官連携コワーキングスペー
スを活⽤した起業家の育成及び
異業種間交流による新規プロジェ
クトの創出

〇酒田港での⼈的交流をより活
性化させ、国内外の新たな需要を
拡⼤するためのクルーズ船の誘致

〇ロシア（サンクトペテルブルク）での啓翁桜のプロモーション活動を⾏
い、一足早い春を告げる花として高い評価をもらっている。
〇物流企業とのつながりが⽣まれ、輸送ルートの確⽴に向け着実に進
んでいる。
〇東南アジアでの輸出量も順調に伸びており、輸出拡⼤に向けて今
後も期待ができる。
〇啓翁桜の輸出は、国内価格が低下する２〜３⽉に限定すること
により、販売額の向上につながっている。

〇庄内バイオ研修センターでは、新たな育種開発には至らなかった
が、酒田市種苗供給推進協議会と連携しネギ、いちご、ダリア等の園
芸作物の安定した種苗供給を実施した。
〇啓翁桜の栽培を始める農家に対し園芸特産化⽀援センターが指
導を⾏い、啓翁桜の産地形成の拡⼤が図られた。

〇Ｈ30年4⽉に「酒田市産業振興まちづくりセンター（サンロク）」が
開設され、創業に係る情報提供、相談対応等総合的な⽀援を実施
し、創業を促進している。
〇商⼯会議所における創業塾の開催や開業⽀援補助⾦を実施した
ことにより、創業件数は目標値を上回った。

〇運営業務を東北公益⽂科⼤学に委託し、その利活⽤を通じて、
創業・起業を促進するための利⽤者間の交流機会を創出した。会員
による新規創業件数は３件となり、創業・起業に結び付いた。

〇酒田港へのクルーズ船寄港は、29年度6回（うち外国船1回初寄
港）、30年は初寄港のダイヤモンド・プリンセスを含む5回(うち外国船
3回）となった。⼊念な受⼊の準備を⾏ったことから、寄港後の乗客か
らは高い評価を得るなど、良好な結果を出せた。

指標
H28 H29 H30

本事業における重要業績評価指標（KPI）

評価
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説明資料２

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

指標① 中町にぎわい健康プラザ収⼊（千円） 9,000 11,406 9,900 11,111 11,900

事業概要 実績を踏まえた今後の方針 指標② 20〜64歳の定期的な運動習慣者の割合（％） 32.0 34.4 35.0 37.3 38.0

指標② 中⼼市街地の主要観光施設⼊込数（千⼈） 1,606 1,457 1,618 1,464 1,636

事業費 全体事業費

H29 ¥15,849,773

Ｈ30 ¥11,939,954

指標
H29 Ｈ30 Ｈ31

本事業における重要業績評価指標（KPI）

地方創
⽣に相当
程度効
果があっ
た

〇健康づくりの拠点を増やし、健康プロ
グラムの提供により運動習慣、食習慣の
改善に取り組む市⺠を増やしていく。

〇タニタヘルスリンク等と連携した酒田産
食材を活かした健康メニューの提供、湊
町酒田の魅⼒を体験できる街あるき観
光・地域活動等を組み合わせ、ヘルスケ
アビジネスの創出を図る。

※評価
・地方創⽣に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合
・地方創⽣に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（7割以上）達成したなどの場合
・地方創⽣に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合
・地方創⽣に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

推進交付⾦

評価

¥7,924,886

３　酒⽥発ヘルスケアビジネス創出プロジェクト（Ｈ29〜R1）
★酒⽥市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略★
健康で⽣きがいのある⽣活の推進
中町にぎわい健康プラザを健康づくりの拠点として確⽴させ、市⺠の運動習慣と食習慣の改善による健康寿命の延伸を図ります。
中心市街地や商店街の賑わい創出
酒田市中⼼市街地活性化基本計画に基づき、本市の歴史・⽂化・景観及び食べ物など豊富な資源を活かせる街づくりを進め、市⺠同⼠ある
いは市⺠と観光客との様々な交流を創出し、市⺠の活発なコミュニティ活動を促します。

〇健康寿命の延伸とヘルスケアビジネスの拠点となる施設を
整備し、健康状態や運動量をデータとして把握・管理するこ
とができる環境づくりを⾏った。

〇健康状態の⾒える化を図り、一⼈ひとりの目標や目的意
識に合わせて保健指導や栄養講座、健康セミナー、歩数イ
ベント等を組み合わせた新たな健康づくりのプログラムを構築
した。

〇健康ポイント制度を導⼊し、健康づくりのインセンティブを
高めるとともに、⺠間事業者等と連携し、商店街等に足を
運んでもらう仕組みを構築した。

事業内容・自己評価

○タニタグループと連携し、中町にぎわい
健康プラザ内の健康増進スペースに、健
康状態が測定できる健康測定機器を
設置する。
○参加者は活動量計を⽤い、自⾝の
健康状態や運動量をデータとして把握・
管理することができる環境づくりを⾏い、
健康状態の⾒える化を図る。
○参加者１⼈ひとりの目標や目的意識
に合わせて、保健指導や栄養講座、健
康セミナーなどを組み合わせた新たな健
康づくりプログラムを構築する。
○プログラムには、湊町酒田の歴史・⽂
化・⽣活をコンパクトに体験できる街ある
き観光を組み⼊れ、市内への回遊性を
高める。
○参加者には、計測回数や運動量、ま
た地域活動への参加などに応じて健康
ポイントを付与し、累積ポイントに応じて
市内協賛店で商品等を割引購⼊・交
換できる仕組みをつくる。
○市内の各所に健康拠点を広げてい
き、地域の活動・交流の拠点とする。

¥5,969,977
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説明資料２

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

指標① センターのマッチングにより創出されるビジネスプロジェクトの
契約⾦額　H33までに138,720千円 1,020 27,788 34,425

（35,445）
45,968

（73,756）
34,425

（69,870）

事業概要 実績を踏まえた今後の方針 指標② センターのマッチングにより創出されるビジネスプロジェクトの
件数「Ｈ33までに544件」 4 4 135

（139）
87

（91）
135

（274）

指標③ センターの⽀援により創業した件数「Ｈ33までに140件」 20 45 30
（50）

33
（78）

30
（80）

目標値 実績値 目標値 実績値

指標① センターのマッチングにより創出されるビジネスプロジェクトの
契約⾦額　H33までに138,720千円

34,425
（104,295）

34,425
（138,720）

指標② センターのマッチングにより創出されるビジネスプロジェクトの
件数「Ｈ33までに544件」

135
（409）

135
（544）

指標③ センターの⽀援により創業した件数「Ｈ33までに140件」 30
（110）

30
（140）

事業費

Ｈ29

Ｈ30

全体事業費

¥3,085,501

¥54,292,624

推進交付⾦

¥1,542,750

¥27,146,312

地方創
⽣に相当
程度効
果があっ
た

４　酒⽥市産業振興まちづくりセンター（サンロク）整備・運営事業（Ｈ29〜Ｒ3）
★酒⽥市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略★
地元企業の事業拡張の促進
企業の自⽴的な事業展開が促進されるよう、新製品・新技術の開発、販路拡⼤等にむけた⽀援を⾏います。
創業支援の強化
地域産業に新たな活⼒を⽣み出す創業を促進するため、関係機関と連携した創業塾の開催や相談事業、創業時及び創業後の負担軽減等により
新たな事業展開等に向けた取り組みを⽀援します。

〇⼈と⼈、企業と企業、⼈と企業
を「つなぐ」ことがメインコンセプトの
酒田市産業振興まちづくりセンター
（サンロク）を設⽴し、次のサービ
スを実施
①
地域（特に若者、⼥性、シニ
ア）、企業等のニーズとシーズ
（能⼒、スキル、経験等）のマッ
チングによる⺠⺠の契約成⽴の仲
介
②
企業のリソースを活⽤した企業同
⼠のリソースの補完（副業の促
進）のマッチング
③
⾏政・産業⽀援機関・⾦融機関
等の連携による企業ニーズのワンス
トップでの解決
④
マッチング等により成⽴したビジネス
等の成果の国内外への発信

〇サービスの実施のために、次の事業を実施
①個⼈・企業のニーズ・シーズやマッチング案件についてのデータベース
　等の構築
②マッチングコンシェルジュや専門家による相談体制の整備
③シェアオフィススペース、コワーキングスペース、チャレンジキッチンの整
備
④⼦育て中の⼥性が安⼼してコワーキングスペースで作業できるよう保
　育サービスの提供、保育スペースの整備
⑤成果を効果的かつわかりやすく発信するための情報発信
⑥「農業⽔産業分野」つなぐプロジェクト⽀援制度の整備

〇酒田市産業振興まちづくりセンターを設置し、創業⽀援を含むプロ
ジェクト組成に取組んだ。
〇創業実績及び企業、専門家等とのマッチングによるビジネスプロジェク
トの契約⾦額（売上⾦額）は、目標以上の成果を残した。
〇センターのマッチングにより創出されるビジネスプロジェクトの件数は、
目標を下回る結果となった。

事業内容・自己評価

本事業における重要業績評価指標（KPI）

本事業における重要業績評価指標（KPI）

※評価
・地方創⽣に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合
・地方創⽣に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（7割以上）達成したなどの場合
・地方創⽣に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合
・地方創⽣に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

指標
R2 R3

〇平成３０年度に開設した産業振興
まちづくりセンターでは、市内⾦融機関や
関係機関と連携した産業振興や農商
⼯連携等のプロジェクト組成に取り組ん
だ。
〇プロジェクト組成は、企業訪問や企業
からの相談、セミナーなどをきっかけとして
進めた。
〇件数について目標未達であることを踏
まえ、企業ヒアリングの頻度の増加、企
業の経営に直接⽣かしやすいセミナーの
企画、コワーキングスペースの企業会員
制度の導⼊などを進め、本センターへの
求⼼⼒を高めながら、プロジェクト組成数
増加に努める。

評価
指標

H29 Ｈ30 Ｈ31
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説明資料２

指標 Ｈ29 指標
実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

事業費 事業費
Ｈ30 Ｈ29

Ｈ30

評価

地方創⽣
に効果が
あった

本事業における重要業績評価指標（KPI）
評価

本事業における重要業績評価指標（KPI）
Ｈ29

指標①
みなとオアシス
酒田の主要4
施設の総⼊込
客数（⼈）

629,844 664,896 588,400 699,948 指標①

中間プラット
フォームによる
住⺠主体の地
域活動拠点
形成

Ｈ31 Ｈ32

¥7,600,000 ¥3,800,000 ¥9,684,259 ¥4,842,129
¥11,165,699 ¥5,582,849

全体事業費 推進交付⾦ 全体事業費 推進交付⾦

5 3 1
（6）

1
（4）

1
（7）735,000

地方創⽣
に効果が
なかった

※評価
・地方創⽣に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合
・地方創⽣に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（7割以上）達成したなどの場合
・地方創⽣に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合
・地方創⽣に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

※評価
・地方創⽣に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合
・地方創⽣に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（7割以上）達成したなどの場合
・地方創⽣に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合
・地方創⽣に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

５　【県連携】酒⽥港の魅⼒を⽣かした賑わい向上事業（Ｈ30〜Ｒ2） ６　【県連携】官⺠協働・地域間連携による住⺠主体の地域づくり推進事業（Ｈ29〜Ｒ2）

実績を踏まえた今後の方針 事業概要 事業内容・自己評価 実績を踏まえた今後の方針

★酒⽥市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略★
重要港湾である酒⽥港を活かした産業振興
酒田港が持つ様々な優位性を活かし、物流や⼈的交流をより活性化させるため、国内外向けの貨物量の拡⼤やクルーズ客船の
誘致に取り組みます。

★酒⽥市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略★
小さな拠点とネットワークの形成
特に⼈⼝減少が著しい中⼭間地域等において、商店、診療所など⽇常⽣活に不可⽋な施設の在り方、周辺集落との連携の仕方など持続
可能な地域づくりを推進するため、それぞれの地域における課題認識の共有化や、これからの地域の在り方について検討を進めます。
地域コミュニティ活動の確保
地域が育んできた⼒を活かし、地域に合った取り組みを地域コミュニティ自らが自由に選択し実⾏できる仕組みづくりとして「ひとづくり、まちづくり
交付⾦」を創設し、地域活⼒の維持、賑わい創出、元気創造を図ります。

事業概要 事業内容・自己評
価

〇⼤沢地区
地域づくり計画の実⾏。より発展的な
活動へとつなげ、地域課題の解決の
実現と他地域への波及効果を狙う。
〇南部地区
地域ビジョンに基づき、部会ごとの実
施計画を策定し、住⺠主体の地域づ
くりを推進していく。
〇田沢地区
策定した実施計画の実⾏。住⺠主
体の組織形成を推進していく。

〇飛島
プロジェクトに引き続き参画し、島⺠・
NPO主体の島づくりを進める。

〇観光拠点の整備を計画的に進める
とともに、既存施設についても、誘客イ
ベント等の開催により新たな取り組み
を実施することで、⼊込客数の増⼤に
つなげていく。

〇⼤沢地区（八幡）、南部地区
（松⼭）、田沢地区（平田）をモ
デル地区とし、⼭形県・酒田市・中間
⽀援団体が連携し、地域住⺠主体
の地域づくりを⽀援する。

〇⼤沢地区
地域住⺠の話し合いを基本に地域課題の洗い出
しを⾏い、解決方法を「地域づくり計画」として策定
し、組織再編を⾏った。
〇南部地区
地域住⺠の話し合いを基本に地域課題の洗い出
しを⾏い、将来に向けての地域ビジョンを作成し
た。
〇田沢地区
住⺠参加によるワークショップ等を開催し、コミュニ
ティ振興会の組織や⾏事等の⾒直しを図るととも
に、実施計画を策定した。
〇飛島
とびしま未来協議会として、⼭形県と連携した飛
島振興プロジェクトに参画し、島⺠や飛島関係者
の思いや意⾒を引き出すことに努めた。新に飛島に
必要な施設や機能について、方向性をまとめた。

〇酒田港外港クルーズ船おもてなしスタイル構築事業（⼭形
県）
外航クルーズ船から「酒田港」を寄港地として選択・定着してもら
うため、外航クルーズ船機構の際に、県内多様な農林⽔産物等
の県産品ブース出展や県内祭り等のPRを展開し、おもてなしスタ
イルを構築する。

〇北前船の寄港地酒田港の魅⼒発信事業（酒田市）
酒田港の魅⼒を発信・定着させていくために、酒田港の歴史・⽂
化などの魅⼒を活⽤したイベントを実施する。

〇みなとオアシス酒田新規誘客施設基盤整備事業（⼭形
県）
「みなとオアシス酒田」において、既存港湾施設（倉庫）を利⽤
展開し、酒田祭りの⼭⾞の展⽰場や、飲食店等が出店するテー
マ型フードコートなど新たな観光施設を整備する。

〇KPIに設定した「みなと
オアシス酒田の主要４
施設の総⼊込客数」は、
目標値を下回った。新た
な観光拠点整備を進め
ることで、需要を掘り起こ
し、⼊込客数の増加に
取り組んでいく必要があ
る。

2
（9）

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ30
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説明資料２

指標

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

事業費

Ｈ28

Ｈ29

Ｈ30

評価

地方創⽣に相
当程度効果が

あった
8 10 7 10 7 10

本事業における重要業績評価指標（KPI）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1

指標①

東北公益⽂科
⼤学卒業⽣の
奨学⾦返還⽀
援制度の活⽤に
よる市内定着⼈
数

10

¥5,400,000 ¥2,400,000

¥5,400,000 ¥2,700,000

全体事業費 企業版ふるさと納税

¥5,400,000 ¥300,000

※評価
・地方創⽣に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合
・地方創⽣に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（7割以上）達成したなどの場合
・地方創⽣に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合
・地方創⽣に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

★酒⽥市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略★
若者の定着促進（市内企業への就職を希望する若者への経済的支援）
奨学⾦制度により、地元企業への就職を促進します。

事業概要 事業内容・自己評価 実績を踏まえた今後の方針

〇公益⼤⽣の本市定住を促進するため、⽀援を継続す
る。年度当初の学⽣ガイダンスや市広報での特集、ホーム
ページでの制度紹介等、より一層ＰＲを⾏い、東北公益
⽂科⼤学⽣の本市定住を促進していく。

〇本市から東北公益⽂科⼤学に進学した学⽣及び⼊学
を機に本市に在住する学⽣の⼤学卒業後の本市定住を
促進するため、奨学⾦の返還⽀援を実施する。

〇他地域出⾝学⽣の本市定住の事例も
あり、一定の成果が得られた。

７　【企業版ふるさと納税】東北公益⽂科⼤学⽣酒⽥定住プロジェクト（H28〜R1）
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